
海外邦人安全対策連絡協議会（議事要旨） 

 

2026 年 8 月 11 日（火）11:00-11:40 
 

１ 大使館からの報告等 

（総括公使） 

私事ではあるが、当地での任務を終了し、今月末に日本に帰任することとなった。

約３年間、当地で様々な仕事をさせていただいたが、この安対協で皆様と情報交換を

させていただいたことは非常に有意義なものであった。今後も風通しよくこのような

場を活用して緊急時対応に備えていただけたらと思っているので、引き続きよろしく

お願いしたい。 

８月は夏休みということで、国内外に旅行等で移動される方も多いかと思うが、事

件・事故には充分注意していただきたい。 

また、８月１７日はインドネシアの独立記念日であり、昨年も独立記念日に向けて

デモの盛り上がりが見られ、その後も続いたという経緯がある。 

常日頃申し上げているように、何かのきっかけで燃え上がるということもあるとい

うことを肝に銘じておいていただきたい。 

 

（領事部） 

注意喚起：一連のデモ活動について（継続）   

インドネシア各地では、政府の政策や経済・社会情勢等を背景とした各種デモ活動

が断続的に実施されている。これらの集会の多くは、現時点においては平和的に行わ

れているが、参加者の増加や警備当局との緊張により、現場の情勢が急変する可能性

がある。 

ついては、デモや集会が行われている場所には近づかないようにしていただきたい。 

また、突発的な交通規制や混雑が発生する可能性があるため、現地報道や関係当局

から発表される情報を随時確認し、最新の情報把握に努めていただきたい。 

万が一、外出中にデモや群衆に遭遇した場合には、興味本位で近づいたり撮影した

りせず、速やかにその場を離れていただきたい。 

報道によると、８月３日、独立記念日の祝典に際し暴力的なデモを扇動する偽情報

をＳＮＳ上で拡散したとして、ジャカルタ警視庁のサイバーパトロールが西ジャワ州

の女性を逮捕した。御家族含め、不用意なＳＮＳ投稿や情報拡散には十分注意してい

ただきたい。 

 

注意喚起：事件・事故等について   

以下、主にジャカルタ市内で起きている事件・事故である。御注意願いたい。 

一つ目は、乱闘事件等の発生である。 

７月、ジャカルタ周辺では複数のグループ間での乱闘や衝突が発生し、犠牲者も出

ている。外出中に異様な雰囲気を察知したら、速やかにその場を離れるなど注意して

いただきたい。 

１．7 月 16 日、北ジャカルタのコジャ地区トゥグ・ウタラの住宅団地内において、

ＳＮＳ上で示し合わせたとみられる若者グループ同士の衝突が発生し、１６歳の



少年が死亡した。両グループは刃物を用意して集合し、乱闘の中で被害者は致命

傷を負った。 

２．7月 26 日、中央ジャカルタのメンテン地区タムバック通りにおいて、２つのグ

ループ間の衝突が発生し、１人が死亡、１人が重体となった。屋台での食事中に

トラブルを起こしたグループに対し、地元住民が報復し、暴力的な衝突に発展し

たとされている。 

３．7月 27 日、北ジャカルタのチリンチン区カリバル地区で、対立するグループ同

士の衝突が発生し、１９歳の少年が死亡した。飲酒していたとされる若者グルー

プが別のグループを襲撃したことをきっかけに、刃物が用いられる大規模な乱闘

に発展した。 

二つ目は、銃撃戦の発生である。 

7 月 24 日、バンテン州タンゲラン市パノンガンにて、バイク盗のグループと通報を

受けた機動隊員との間で銃撃戦が発生した。幸いにも被害者はいなかったが、窃盗グ

ループは銃器を保持しているという認識を持ち、トラブルになっている現場などに遭

遇した際は速やかにその場を離れるなど、身の安全を確保していただきたい。 

三つ目は、インドネシア国内の海難事故である。 

インドネシア国内では、７月以降、外国人観光客を乗せたスピードボートやフェリ

ーなど、少なくとも４件の沈没事故が立て続けに発生している。これから旅行や出張

に行かれる方は、インドネシア気象庁等により高波や悪天候の情報が発表されている

場合には、不要不急の海上移動は再検討を行っていただきたい。また、船舶に乗船す

る際は、避難経路や救命設備の状況を確実に確認し、万が一に備えるようにしていた

だきたい。 

１．7月 15 日、南スラウェシ州沖のフロレス海を航行中のフェリーが荒れた海況に

より沈没し、乗客乗員 78 名のうち 3人が死亡、16 名が行方不明となっている。 

２．7月 16 日、観光地であるギリ・トラワンガン島からコモド・ラブアンバジョへ

向かっていた観光船が、エンジントラブルの最中に高波を受けて沈没。29 名の外

国人を含む乗客乗員全員が救助され、病院へ搬送された。 

３．7月 24 日、中部スラウェシ州からゴロンタロ州へ、トミニ湾を航行していたス

ピードボートが、悪天候により船体を破損。乗っていた外国人観光客 11 名と乗

組員のうち 1 名はいかだに乗って救助されたが、船長は行方不明となっている。 

４．8 月 2 日、スラバヤ市からマカッサル市へ向かっていたフェリーが、東ジャワ

州マドゥラ島付近で火災を起こし、乗客乗員 229 名のうち 5人が死亡、16 名が行

方不明となっている（8/4 現在）。原因は調査中であるが、同フェリーには、本来

あるべき救命ボートが装備されていなかったという報道がある。なお、同フェリ

ーは日本国内でカーフェリーとして運航された後、インドネシアへ払い下げられ

たものとのこと。 

 

注意喚起：乾季における火災・水不足等について   

インドネシアでは乾季が続いており、８月以降も多くの地域で乾燥した状態が



続く見込みである。インドネシア気象庁（ＢＭＫＧ）は、今年の乾季はエルニー

ニョ現象の影響を強く受けており、その影響は１０月まで継続すると予測してお

り、森林・土地火災および干ばつ・水不足の発生リスクが高まるとして注意を呼

びかけている。森林・土地火災が発生すると、煙害（Haze）による視界不良や航

空機の遅延・欠航、健康被害が生じるおそれがある。火災発生地域には近づかな

いほか、煙の影響が見られる場合は不要不急の外出を控え、必要に応じてマスク

を着用するなど、健康管理にも十分御注意いただきたい。特に、スマトラ島やカ

リマンタン島などの火災多発地域へ出張や旅行の際には、最新の火災情報や航空

便の運航状況に十分留意していただきたい。 

また、水不足が深刻化した場合、特に緊急給水が不十分とみなされる地域や、

限られた水資源の配分に不公平感が生じている地域では、局地的なデモや地域紛

争等のリスクが高まるおそれがある。 

なお、乾季ではあるが、局所的な大雨は発生しており、地域によっては洪水等

が発生していることもあるので、お出かけの際は、最新の気象情報を確認してい

ただきたい。 

（参考：インドネシア語） 

〇インドネシア気象・気候・地球物理庁（BMKG）公式サイト 

https://www.bmkg.go.id/ 

 〇Udara Jakarta (ジャカルタ首都特別州：大気質早期警戒情報サイト) 

https://udara.jakarta.go.id/ 

 

注意喚起：請求書・振込先変更を装ったメール詐欺（ビジネスメール詐欺）   

こちらは、ある日系企業からの情報提供で、実際にあった事例であるが、最近、イ

ンドネシアにおいて、企業が不動産関連の公的納付手続を進める中、取引先担当者を

装ったメールが送信され、「振込先口座が変更になった」との案内に従って送金した

結果、犯罪者が管理する口座へ送金してしまう被害が発生した。 

手口の特徴としては、以下の点が確認されている。 

・正規の取引先になりすましたメールアドレスを使用し、一見すると本物と見分け

がつきにくいメールが送信された。 

・過去のメールのやり取りを引き継いだような形式で送信され、違和感を抱きにく

い内容となっていた。 

 ・「振込先口座の変更」を理由として、新たな口座への送金を指示していた。 

・メールの宛先（CC）の変更等により、本来やり取りに含まれる担当者が除外され

るなど、不自然な点があった。 

万が一、誤送金した可能性がある場合には、速やかに送金元金融機関へ連絡して

送金停止・口座凍結を依頼するとともに、最寄りの警察へ被害申告を行っていただ

きたい。初動対応が早いほど、資金保全につながる可能性がある。 

また、企業間の送金手続においては、以下の対策を改めて徹底するとともに、送

金手続における確認体制を改めて点検し、同様の被害防止に努めていただきたい。 



・振込先口座の変更依頼をメールのみで信用せず、必ず電話やオンライン会議等、

別の手段で取引先担当者へ確認する。 

・送信者のメールアドレスを最後まで確認し、正規ドメインと異なる文字列やハイ

フンの有無などを慎重に確認する。 

・CC から関係者が外れている、文面や署名に違和感があるなど、不自然な点がない

か確認する。 

・高額送金や初めての送金先については、複数名による確認・承認を行う。 

・社内において、ビジネスメール詐欺の手口について周知し、定期的な教育を実施

する。 

 

情報共有：マイナポータルからのパスポートのオンライン申請の運用開始   

8 月 25 日（火）以降、国外転出者向けマイナンバーカードをお持ちの方は、マイナ

ポータルからパスポートのオンライン申請が可能となる予定である。 

マイナポータルからの申請方法の詳細については、8月 25 日（火）以降に外務省ウ

ェブサイトに掲載予定の操作説明動画やマイナポータルの操作マニュアルをご参照

いただきたい。 

詳しくは、当館ホームページを御確認いただきたい。 

https://www.id.emb-japan.go.jp/itpr_ja/oshirase26_60.html       

 

２ 出席者からのコメント、各社・団体からの報告等 

■企業（セコム（東部工業団地）） 

８月１７日の独立記念式典に向け、各工業団地周辺の村々では、「Agustusan」と呼

ばれる記念行事が開催される予定である。これに伴い、イベントによる交通規制、行

列、パレード、各種催しなどが実施される予定である。 

また、バンドン、スラバヤ、マラン、ソロ、メダン、マカッサルを初めとする各都

市においても、それぞれ独自のイベントが準備されている。 

ジャカルタでは、モナスエリアで交通規制が行われる予定である。 

８月２９日には、「ムルデカ ラン」というマラソンイベントのため、ムルデカ宮

殿周辺および南ジャカルタ方面で規制が行われるようであるが、Jalan Sudirman、

Jalan Senopati、Jalan Pattimura、Jalan Sisingamangaraja の各道路での規制が想

定される。 

各地域を訪問される際には、事前に現地の交通状況やイベント情報を確認するとと

もに、イベント会場等に参加される場合には、スリやひったくり、置き引きなどに十

分御注意いただきたい。（以上） 


